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（d-ROMs値）と抗酸化力（BAP値）の測定を行った。研究期間は 2012年 10月から 2014年 8月であ
った。試料採取時期は縦断的に行い、妊娠後期（妊娠 33週から 39週）、分娩第 1期、分娩第 3・4期の
計 3 回実施した。採取した試料は、研究協力施設の検査室で遠心分離し、取り出した血清を用いて、72
時間以内にフリーラジカル解析装置 FREE（Diacron 社製、輸入元 WISMERLL 社）を用いて、酸化ス
トレス度の測定に d-ROMs テスト（Reactive Oxygen Metabolites；d-ROMs test）（Diacron社製）、抗




＜結果＞ 1）分娩期における酸化ストレス度および抗酸化力の推移（1）分娩第 1 期：酸化ストレス度
（d-ROMs値）平均 716.1±125.9U.CARR、抗酸化力（BAP値）平均 1810.3±322.5μM、（2）分娩第
















＜方法＞ 20 から 25 歳までの女性で、普段の月経が 25 から 38 日周期であり月経不順でない女性を対
象に血液を採取して、酸化ストレス度（d-ROMs値）と抗酸化力（BAP値）の測定を行った。研究期間























 本研究結果から、妊娠後期と比較して分娩第 1期と分娩第 3・4期には酸化ストレス度（d-ROMs値）
は有意に高くなることが明らかとなった。また、抗酸化力（BAP 値）は有意ではないが、妊娠後期と比
較して高くなる傾向であった。同じく、若い女性における酸化ストレス度および抗酸化力の基準値は明
らかにされていなかったが、本研究によりその基準となる数値を示すことができ、更には月経周期によ
る女性ホルモンの影響も酸化ストレス度および抗酸化力には影響を示さないことが示唆されたことは、
本研究で得られた知見として今後の周産期における酸化ストレス研究の基礎になると言える。 
 本研究から得られた知見を統合し、妊娠・出産を控える女性に必要とされる健康教育プログラム内容
として、①非妊時から肥満にならないような体重管理を行うこと、②体調管理としての運動では、習慣
的な有酸素運動を取り入れることが抽出された。この健康教育プログラムを活用することで、将来の妊
娠・出産に向けた女性の酸化ストレスの低下と抗酸化力の向上につながると考える。 
